
Ⅰ類科⽬「地域学」について 
 
1. 連携している地元産業界等の組織名称 
 

袋井市（包括連携協定による） 
 
2. 実施学部・学科 

 理⼯学部：機械⼯学科・電気電⼦⼯学科・物質⽣命科学科・建築学科・⼟⽊⼯学科 
 情報学部：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ学科・情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

 
3. 地域学を開講する⽬的 

 地域の歴史・ 化・産業・市  活・ 政を学び、地域がより発展するための課題を
発⾒し、その課題解決の⽅法を地域⾏政の担当者と共に考える。個⼈は、“社会へ貢献”
し“社会の恩恵”を受けて市  活を営んでいる。 近な地域（袋井市）の学習を通して、
“社会への貢献” の在り⽅と“社会の恩恵”について深く理解する。この授業は袋井市と
の連携のもと、袋井市担当者ほか多くの関係者の⽀援をいただいて実施される。この授
業を通して、履修学⽣は下記の⽬標に達成することが望まれる。 
  

①袋井市の歴史や産業、 政などを学び、市 と地域社会の関係を理解する。 
②袋井市の課題を発⾒し、その課題解決に向けた提⾔をすることができる。 
③⾃らの“社会貢献”の在り⽅を考えることができる。 

 
4. 具体的な内容 
  ※シラバス（次⾴参照） 
   
 




